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議
案
第
三
十
一
号

三
朝
町
消
防
常
じ
ゆ
つ
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
里
二
朝
町
消
防
貰
じ
ゆ
つ
金
条
例
を
軌
娃
す
る
J
J
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
簸
蒜

/

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
桑
折
t
攻
の
規
定
に
よ
り
､
本
議
会
の
議
決
を
求
め

.
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昭
和
四
十
五
年
二
月
十
二
日

･
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噺

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

雅

　

　

巳

背
遠
望
で
弐
月
指
弐
日
原
棄
可
決三

朝
町
或
合
畿
長
牧
田
禎

両
親
l
,

吉
f
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諸
表
拭



第
十
四
緬
　
防
災
　
(
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
糸
例
)

三
割
町
消
防
質
じ
ゆ
つ
金
条
例

(
如
和
例
折
　
月
　
別
)

(
日
的
)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
'
三
朝
町
に
勤
弼
す
る
消
防
団
良
に
賞
じ
ゆ
つ
金
を
授

与
す
る
こ
と
か
目
的
と
す
る
｡

(
授
与
の
要
件
)

第
二
集
　
町
長
は
､
消
防
団
員
が
､
消
防
業
務
に
従
事
す
る
に
当
た
っ
て
､
当

然
災
厄
競
る
こ
と
を
予
断
で
き
る
に
拘
宕
ず
,
こ
れ
を
聖
る
こ
と
な

く
'
そ
の
職
務
を
遂
行
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
災
害
を
受
け
､
そ
の
た
め
に

死
亡
し
又
は
不
具
廃
疾
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
こ
か
に
貰
じ
ゆ
つ
金

を
按
･
r
'
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
種
類
及
び
金
鮎
)

第
三
集
　
貨
じ
ゆ
つ
金
の
種
類
及
び
金
額
は
'
次
の
通
り
と
し
､
別
表
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
を
授
与
す
る
o

L

　

殉

職

者

賞

じ

ゆ

つ

金

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

助

町

こ
の
鶴
は
､
二
百
万
円
以
下
と
し
,
功
労
の
碍
度
及
び
扶
糞
親
族
(
敬

点
の
給
与
に
関
す
る
粂
例
(
昭
和
子
J
t
年
三
朝
釘
宋
例
等
i
r
f
t
号
)
第

七
一
九
四

<
桑
野
.
項
に
掲
げ
る
者
の
例
に
よ
る
o
以
下
同
じ
.
)
の
状
況
に
よ
っ
て

冠

:

･

.

.

r

.

二
　
田
3
1
.
3
着
氷
じ
ゆ
つ
金

こ
の
朗
は
'
二
百
万
円
以
下
と
し
'
功
劣
の
程
腰
､
障
害
の
等
級
及
び

扶
遺
瓢
族
の
状
況
に
よ
っ
て
定
拘
る
｡
駆
出
]
は
､
非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
私
語
縦
倍
の
基
雄
を
辞
め
る
政
令
(
昭
和
二
十
1
年
政
令
第
三
百
三

十
五
号
｡
-
1
7
i
下
｢
政
令
｣
と
い
-
｡
)
別
表
節
1
.
に
定
め
る
第
1
級
か
ら
約

八
級
ま
で
の
身
体
障
害
と
す
る
C

(
授
与
の
対
象
)

第
E
[
条
　
殉
職
者
賞
じ
ゆ
り
金
は
'
殉
職
者
の
遺
族
に
授
与
す
る
も
の
と
し
､

そ
の
道
族
の
範
凶
及
び
旧
位
等
は
､
政
令
箭
九
条
及
び
第
九
集
り
〓
節
二
項

の
例
に
よ
る
o

(
辞
査
)

第
五
集
　
貨
じ
ゆ
つ
金
の
授
与
に
つ
い
て
は
､
小
町
賞
じ
ゆ
つ
金
審
査
委
員

会
の
審
食
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
委
任
裁
定
)

第
六
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
閑
し
必
頃
な
事
項
は
､
町
長
が
こ
れ
を
定
め

T{･.I

附

　

則

′
こ
の
条
例
は
'
公
布
の
ロ
か
ら
施
行
す
る
Q

2
二
糾
町
恕
H
や
)
ゆ
つ
な
晶
例
へ
昭
和
二
卜
九
年
　
　
〔
島
中
Ⅹ
〕

二
.
削
和
英
飢
許
二
十
七
=
I
)
)
は
､
廃
止
す
る
｡

抑
孤
渚
貿
じ
ゆ
つ
金

鮮
少
:
朝
賞
じ
ゆ
つ
金

功
労
の
印
度
に
よ
る
i
(
給
r
M

功

　

労

　

の

　

程

　

度

∵
了
∵
∵
I
･
:
I
 
i
m
'
t
p
L

･
了
∴
[
:
上
∵
r
･

蛸
錆
諾
巻
が
あ
る
と
認

l
'
忘
∞
∵
罷
箭
欝

多
大
な
功
労
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

五
〇
〇
､
O
U
〇
円

妖
光
親
族
の
状
L
仇
に
J
･
6
る
s
i
E
｡
r
r
a

⊥
j
I
&
ら
鷲
で
に
.
琶
す
る
欝
つ
い
て
は
､
扶
宗
族
が
l
l

人
望
あ
る
と
き
は
､
一
人
-
え
る
扶
養
刺
族
芙
吾
二

人
に
つ
き
五
0
,
0
0
C
H
を
加
界
す
る
｡

2
貿
し
ゆ
つ
金
の
支
給
を
受
け
る
追
抜
が
政
q
F
節
九
条
撃
項
第

三
号
又
は
第
四
ロ
ウ
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
望
畏
お
い
て
は
､
前
項

に
定
め
る
鮎
の
二
分
の
言
相
当
す
る
額
以
内
の
鮎
を
減
鍋
す
る

こ
と
が
で
き
る
｡

亀
十
E
I
紬
防
災
(
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
)



備
考

第
十
四
綴
　
防
災
　
(
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
)

七
一
九
六
丁
七
三
〇
)

〔
鳥
中
Ⅹ
〕

功
労
の
程
度
又
は
扶
垂
顛
族
の
状
況
に
よ
る
増
額

特
に
抜
群
の
功
労
が
あ
り
'
他
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る

者
で
あ
っ
て
障
害
の
等
級
が
第
一
級
に
.
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
､
第
一
級
の
塁
境
窓
に
五
〇
〇
'
∩
)
D
D
T
T
]
を
加
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
o

l
H
U

l
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
が
扶
養
親
族
が
二
人
1
7
7
上
あ
る
と

き
は
'
1
人
を
こ
え
る
扶
菱
親
族
五
人
ま
で
､
1
人
に
つ
き
､
;

に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
四
〇
､
C
O
C
円
'
j
r
に
該
当
す
る

者
に
つ
い
て
は
三
〇
､
0
0
C
円
､
円
に
該
当
す
る
著
に
つ
い
て

は
二
〇
へ
　
○
口
O
F
r
T
を
加
算
す
る
D

障
害
の
等
級
は
'
政
令
別
表
第
二
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
よ
る
｡

障
害
の
等
級
及
び
金
甑
の
決
定
に
つ
い
て
は
'
政
令
箭
六
条
堅
一
項

か
ら
第
三
顎
(
第
三
項
第
l
号
を
除
-
a
)
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
o


